（３）警察制度
近代以前の制度

　藩政時代の警察行政は、郡村役人である大庄屋・宗旨庄屋・中庄屋・庄屋・組頭・村年寄などによる自治警察であって、公事訴訟、犯罪、風俗、衛生、警察事務についても直接間接にこれに携わっていた。犯罪の捜査、検挙については、村々に住居していたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちや),鉢屋)が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざい),在)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おめつけ),御目付)配下として直接当たっていた。これらの制度は、明治4年10月で廃止された。

　鳥取藩は、領地境あるいは沿海の要地には番所を設置していたが、泊に置かれていた番所は、海上取締りのための海岸番所で、泊のほか、岩井郡浦富、会見郡境、米子深浦の計4か所であった。泊番所には、倉吉荒尾家から家臣の番士１名、無苗2～3名が派遣され、半月交替で船手奉行の指揮により警備に当たった。幕末には、大筒6挺が追備され、交替制から定番制となった。
　幕末海岸防備のため、非常態勢として集落の戸数、人口に割当てられた動員要員が泊近在20か村から約1,000名あり、非常の際にそなえていた（近世・舟番所の項参照）。この番所は、明治4年に廃止された。

　江戸時代の百姓罰として、「人気EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とが),咎)」というのがあった。これは人気捕ともいって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくち),博打)にふけるなど、村内の不人気者に対してである。これらの者に、入牢などの処分があった。

　平民に対する手当（処分）には、入牢・手打錠・鉢屋預け・村預け・組合預け・足留などがあった。

　刑罰には、死罪・追放（両国追放・一国追放・郡払・所払）永牢・閉門・遠慮・差控・追込・御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しかり),呵)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きつ),急)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),度)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),御)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しかり),呵)・御呵）・過料・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けつ),闕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょ),所)があったが、この地区の住民が関係した処罰記録の中に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょう),梟)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),首)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごくもん),獄門)）・久米・河村2郡追放・追込・急度御呵・御呵・閉門・止込がある『控帳』、『諸事控』。なお、急度御呵は、当人だけが慎・長髪7日間、御呵は同じく3日間である。
　裁判の時、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらす),白洲)に座るのは、苗字の無い者、百姓、町人であって、その地位、格式によって裁きを受ける場所が異なっていた。

泊地区警察制度のうつりかわり

　明治新政府になってからの泊村の警察行政の変遷について『鳥取県警察史』によれば次のとおりである。
· 島根県時代（明治九年から同十四年まで）

明治九年八月　　　泊宿に倉吉警察出張所管轄泊分屯所設置。一等巡査一名、二等巡査二名、三等巡査五名、四等巡査一四名計二二名の編成であった。

　　明治十年八月　　　倉吉警察署が誕生。その所轄区域は、久米・河村・八橋の三郡で区域内の要地である泊宿に警察分署が設置された。警部一名、巡査二四名の構成であった。泊の外は、関金・福田・法万・赤碕・由良・長瀨・片柴の七か所である。
　　明治十一年九月　　分署統廃合実施により泊分署は、泊交番所となった。

· 鳥取県再置以後（明治十五年より）

明治十五年八月　　　橋津に倉吉警察署橋津分署（所長警部補）が設置され、その管轄下となった。

明治二十一年十二月　橋津分署は橋津警察署に昇格（所長警部補）。
明治二十二年二月　　泊宿警察官宿所を駐在所とした。

明治二十九年四月　　橋津警察署は倉吉警察署橋津分署（分署長警部）となり、久津賀・泊・三橋の三か村は、依然その管轄下に置かれた。

明治四十一年十一月　橋津警察分署は廃止され、倉吉警察署の直轄となった。

　明治時代、衛生警察に関係したもののうち、特筆すべきものに流行天然痘があった。これは、明治六年冬から明治八年春にかけてのもので、泊宿で天然痘にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かか),罹)った者四十三名、内死亡した者十二名、園村では、罹った者の数は不詳だが、死亡した者九名、宇谷村では、罹った者九九名で、この内死亡し者二五名であった『県警察史』。
　明治三十年ごろ、腸チフスが流行した折、筒地までも橋津から署長が直接出張し、区長宅を宿所として防疫指導に当たった事実がある。

　泊に警察官が配置されてから百年余、国家権力に支えられた警察制度は、昭和二十年の敗戦から占領軍の指導の下に民主警察と生まれ変わり、国民の代表である公安委員会の指揮下に置かれたが、駐在所は昔も今も一貫して「駐在さん」と言って村民に親しまれながら、今日に至っている。
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